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教室の前面や側面の整備 

 この夏も多くの学校で出前講座を実施しました。「職場を離れずに

受講できるのでありがたい」と好評をいただいています。総合教育セ

ンターが作成した研究冊子等の活用方法についても紹介しています。 

ユニバーサルデザイン授業 ② 

 校内や教室の掲示物、備品の整理整頓は、落

ち着いた環境づくりに重要な要素です。 

 ゴミや不要なものが置かれていないことはも

ちろんですが、視覚的な刺激に対して反応した

り、注意集中が難しかったりする児童生徒には､

掲示物や教室の備品がすっきりと整理され、黒

板は常にきれいにしてあり、日付や１日の予定

とその変更等､必要な項目のみが書かれていると

いう、落ち着いた環境づくりが大切です。 

 お互いを認め合い支え合う学級の中で落ち着

いて安心して授業を受けることができます。 

 安心で安全な学級、暴力的な言葉づかいや発

言がない学級の中で授業を受けられるという基

盤があって、児童生徒は自分の考えを伝えた

り、わからなさを出せたり、自分のわかりやす

い学び方で問題に取り組んだりすることができ

ます。 

学校のすべての取組の中で、「明確化」や「見える化」などユニバーサルデザ

インの視点を盛り込み、全教職員が一致して進めていく工夫が必要です。 

わかりやすい学校生活の流れやスタイルづくりは、児童生徒だけでなく、教

職員にとってもゆとりのある行動に結びつきます。 

物的な 

環境整備 
人間関係 

づくり 
掲示物の精選 

授業ルールの明確化と見える化等 

座席の配慮等 正しくあたたかい言語環境 

人権が尊重される集団 

一人一人が大切にされる学級 

あたたかい学級集団 

ＵＤ! 

 前号でとりあげたユニバーサルデザイン授業の「授業を支える環境」について御紹介し

ます。下の図のような「物的な環境整備」と「人間関係づくり」が大切です。 

 詳しくは冊子「ユニバーサルデザイン授業」を御覧ください。 



 

 

  ７月21日は何の日でしょう？「日本三景の日」です。 

  平成８年に世界文化遺産に登録された厳島神社とその周辺の

｢宮島｣(母なる海・神々の島)、現在､世界遺産登

録に向けて活動をしている｢天橋立｣(神々が架け

た橋)、東北随一の絶景である｢松島｣(素晴らしき

風光の地)の日本三景の地は、日本地図上で一直

線上に並んでいるのです。それはなぜか？  

 そこには太古の歴史からの知られざる真実が隠

されていました。読破して得られる、驚きと感動

の一篇です。 （K.M） 

8月20日(火) 

祥伝社黄金文庫 

総合教育センター 

 実践発表では､｢居心地のいい学級環境づく

り｣､｢自己肯定感を高める取組｣についての実践

を聞きました｡また､千葉大学太田正己教授に､授

業改善についての御講義をいただきました｡ 

8月8日(木) 総合教育センター 

 描画テストや描画療法について

の理論と実践について講義と演習

を通して学びました｡ 

 子どもと教職員のメンタルヘル

スについて具体的な内容をわかり

やすく学びました。 

  天橋立、宮島、松島 

―知られざる日本史の真実― 

日本三景の謎 

宮元健次 著               

お知らせ 

８月１日(木) 総合教育センター 

場所：総合教育センター 

 夏季休業中に、２年目教員「ステップアップ」講座

を２回実施しました。 

 ２回目の講座では､先輩教員の実践発表を基にして研

究協議を行い､授業改善の在り方や校種間連携の重要性

について学びました。初任期育成研修のまとめとなる

３回目は12月に実施し､各自が授業力の向上をねらい

に取り組んだ｢テーマ研修｣の発表を行う予定です。 

～センター作成物等紹介～ 

算数・数学ナビつ～る 

青少年が直面する様々な問題に適

正に対処できる能力を育むためのプロ

グラムを習得します。ワークショップ

（参加型研修会）形式の教室で､初め

ての方を対象とします。 

申込方法等詳しい内容はセンター

ホームページに掲載していますので御

覧ください。なお、この研修は総合教育

センター主催の講座ではありませんの

で、取得単位にはなりません。 

    人材育成支援室より 

    お薦めの一冊 

 算数･数学の児童生徒の個別学習

を支援します｡ 

 ｢つまずき｣の原因となった内容を発

見することができます｡ 

 また､児童生徒が自分に応じた練習問

題に取り組

むことで､効

果的に基礎･

基本の定着

を図ること

ができます｡ 

思春期のライフスキル教室 

日時：平成25年10月19日（土） 

               10月26日（土） 

「表現すること」「伝え合うこと」「聞き合う

こと」これらの活動を大切にしたいと感じた。

繰り返し実践していくことで、今日の実践発表にあっ

た中学生のように、表現力が豊

かになるだろう。 

 一人一人の意見を聞き合う活

動が、子どもと子どもをつない

でいくことになるということを

忘れずに実践していきたい。 

感想 

 子どもの発達課題のテー

マとメンタルヘルスの問題

の関連性について学ぶことがで

き、児童生徒理

解につながる新

たな視点をもつ

ことができた。 

感想 

 授業研究の目的の一つに学校におけ

る同僚性の向上があること、同僚性とは職場

で専門的な力を高め合う関係のことであり授

業改善の重要な要素であること､

｢授業意図｣とは単に授業者が｢授業

で行いたいこと｣ではなく､行いた

いことが子どもの実態や教材観､指

導観に｢合っているか｣であるとい

うことがわかった。 

感想 

 描画テストや描画療法の

子どもへの効果や留意点が

理解できた。

是非学んだこ

とを子どもた

ちとの関わり

に生かしてみ

たい。 

感想 


